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第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
発
足

会
長
に
高
橋
誠
一
郎
氏

副
会
長
に
福
井
直
俊
氏
、

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
新

劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
現
代
芸
能
の
創
造

普
及
の
う
え
に
中
枢
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
し
て
芸
術
家
、
芸
術
術
愛
好
者
の
み
な
ら

ず
、
広
く
国
民
各
層
か
ら
強
く
期
待
を
寄
せ
ら

れ
て
い
る
第
二
国
立
劇
場
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
国
に
お
い
て
設
置

の
た
め
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
、
関
係
職
者
と

の
懇
談
会
を
行
な
い
、
ま
た
文
化
庁
職
員
に
よ

る
所
要
の
欧
米
調
査
を
行
な
う
な
ど
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
一
歩
を
進
め
て

正
式
に
「
第
二
国
立
刷
場
設
立
準
備
協
議
会
」

を
設
け
、
よ
り
深
い
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
な

り
r

さ
る
十
二
月
二
十
日
、
東
京
に
お
い
て
第

一
回
の
会
合
が
も
た
れ
た
。

当
日
閏
会
議
に
先
だ
っ
て
、
安
達
文
化
庁

長
官
か
ら
第
二
国
立
劇
場
に
閃
す
る
基
本
的
な

観
点
と
し
て
、
①
第
二
国
立
劇
場
は
遁
な
る
建

物
と
し
て
の
施
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
芸
能

セ
ン
タ
ー
と
も
称
す
べ
き
事
業
体
で
あ
る
、
②

第
一
一
国
立
劇
場
の
効
果
は
、
当
該
設
置
箇
所
に

と
ど
ま
ら
ず
r

日
本
全
域
に
及
ぶ
べ
き
も
の
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
現
代
芸
能
の
国
際
交
流
の
中

心
的
役
割
を
に
左
う
べ
き
で
あ
る
。
③
第
二
国

立
劇
場
は
、
現
代
芸
能
に
関
す
る
資
料
や
情
報

の
収
集
、
提
供
、
現
代
芸
能
に
関
す
る
謂
査
研

ど

の

り

と

も

し

あ
わ
せ
も
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
な
ど
文
化

庁
と
し
て
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
会
長
に
日
本
芸
術
院
長
の
高
橋
誠

一
郎
氏
、
副
会
長
に
東
京
芸
術
大
学
長
の
福
井

直
俊
氏
、
劇
作
家
の
内
村
直
也
氏
が
選
出
さ
れ

た
の
ち
議
事
に
は
い
り
、
第
二
国
立
劇
場
設
置

の
見
と
お
し
r

事
業
内
容
r

建
物
の
あ
り
方
、

建
設
地
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
換
さ
れ
た
か
、
今
後
は
、
協
議
会
に
第
二

国
立
劇
場
の
目
的
、
性
格
お
よ
び
事
業
に
つ
い

て
専
門
的
に
審
隊
ず
る
た
め
の
事
業
専
門
委
員

内
村
直
也
氏

会
を
置
き
、
そ
こ
で
の
検
討
結
果
を
ま
っ
て
審

議
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
委

員
は
左
の
各
氏
で
あ
る
（
敬
称
略
。
ア
イ
ウ
エ

オ
順
）麿

原
敏
信
（
崖
原
英
了
）
、
井
口
基
成
、
伊
藤

闊
夫
（
千
田
是
也
）
、
井
上
靖
、
今
道
潤
三
、
江

口
博
、
加
藤
六
美
、
河
盛
好
蔵
、
桑
原
幹
根
、

五
島
昇
、
今
日
出
海
、
斉
籐
栄
―
―
一
郎
、
斉
藤

正
、
白
石
古
京
、
菅
原
実
（
内
村
直
也
）
、
高
橋

誠
一
郎
、
中
村
せ
い
（
高
田
せ
い
子
）
、
日
向
美

幸
、
福
井
直
俊
、
福
田
恒
存
、
降
矢
敬
義
、
北

条
秀
司
｀
堀
田
庄
―
二
、
前
田
義
徳
、
宮
沢
縦

一
、
村
山
松
雄
、
吉
国
二
郎
、
吉
田
五
卜
八
、

渡
辺
浩
太
郎
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